








































た。母親は 8 名，父親は 1 名であった。親の平均年齢は６1.25歳（子どもの平均年齢は











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6）　「障害者の生活，家族依存」きょうされん 1 万人調査（2012年10月20日付赤旗，11月 ４ 日付毎
日新聞）
重度の知的障害を持つ子どもの親の生活と人生に関わる研究　　黒岩　晴子 77
かせないことが示された。このような過酷な家族の状況や福祉現場の環境にあって，職
員が専門性を発揮し支援を継続できるよう，職員の増員や待遇改善は急務の課題である。
家族頼みの障害者施策，家族に依存した政策の中で，重度の障害をもつ子どもが安心し
て暮らせる生活の場をさらに求めていくこと，子どもだけでなく親をサポートする体制
の整備が求められている。
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